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吉田です。

本日は、私より2020年3月期の連結実績についてご説明します。
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2020年3月期の連結業績は、売上高は9,784億4,500万円、営業利益は586億4,700万円、
親会社の所有者に帰属する当期利益は459億7,500万円となりました。

前年同期比では、それぞれ売上高で10.6％増、営業利益で18.6％減、当期利益は23.6％
減となり、売上高において過去最高となりました。

為替の影響は、前年同期比で売上高でマイナス194億円、営業利益でマイナス80億円、
との推計です。
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2020年3月期第4四半期の連結業績は、売上高は前年同期比で22.1%増、前四半期比で
15.2%減の2,268億9,700万円と、第4四半期として過去最高となりました。

営業利益は前年同期比では79.5%増、前四半期比で45.6%減の125億5,400万円となりま
した。

親会社の所有者に帰属する四半期利益は、前年同期比で18.2％増、前四半期比で43.3%

減の107億7,100万円となりました。

当四半期の営業利益には、特殊要因として新型コロナウイルスによる影響やM&A関連
費用等約94億円が含まれています。

為替の影響は、売上高で前四半期比プラス10億円、前年同期比マイナス28億円、営業
利益で前四半期比プラス3億円、前年同期比マイナス13億円、との推計です。



6

売上高、営業利益、営業利益率の年間ごとの推移です。

左側の棒グラフが売上高を、右側の棒グラフが営業利益を、折れ線グラフが営業利益率を
示しています。

2020年3月期の営業利益率は、6.0%となりました。これは前年同期比では2.1ポイントの
低下となりました。

2021年3月期の業績予想につきましては、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大及び
各国ロックダウン等による影響を精査中であり、現段階では合理的な算出が困難である
ため、売上、利益共に上限、下限と幅を持った予測としています。

なお、これまでの発表数値のリファレンスのため、2018年3月期以前の実績値はJGAAPに
て表示、説明しています。この後も同様となりますのでご留意ください。
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売上高、営業利益、営業利益率の四半期ごとの推移です。

第4四半期の営業利益率は5.5%となりました。これは前年同期比では1.7ポイント上昇、
前四半期比では3.1ポイントの低下となりました。

特殊要因については、先ほどご案内のとおりです。
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これは、第4四半期の売上高、営業利益の実績につきまして、2月の決算発表時の業績
予想からの差異についてセグメント別に示したものになります。

売上高は、各セグメントにおいて前回予想を下回りましたが、これは主に新型コロナ
ウイルスによる受注および当社生産への影響によるものです。

営業利益においても、各セグメントにおいて新型コロナウイルスによる影響を受けました。
ただし、ユーシン事業においてはPPAの一環で棚卸資産および固定資産のステップアップ
を実施したことにより若干の費用を認識しています。
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次に、各事業セグメントの状況について、まず機械加工品事業セグメントについてご説明
します。

左側のグラフが年間の売上高の推移を、右側のグラフは棒グラフが営業利益、折れ線
グラフが営業利益率を表しています。

売上高は、2020年3月期は1,809億円、前期と比べて4.0％の減少となりました。

ボール ベアリングの売上高は1,171億円、前期比で3.4％の減少となりました。ベアリング
の数量は月平均1億8,900万個と前期に比べ3.6％減少となりました。用途別では、データ
センター向けは通期では前年同期比で減少となりましたが、第3四半期以降は回復傾向が

鮮明となっています。逆に自動車向けは通期では前年同期比で増加となりましたが、
第4四半期の後半から徐々に減速傾向が見られます。

ロッドエンド・ファスナーの売上高は393億円となり、前期比で4.4％の増加でした。

ピボットアッセンブリーは245億円となり、前期比で17.0％の減少でした。なお、当社シェア
は80％超を維持しており、新型コロナウイルスによる需要面への影響はあったものの、
安定的に収益に貢献しています。

営業利益ですが、2020年3月期は399億円、営業利益率は22.0％となりました。これは、
前期比で営業利益は16.5％の減少、営業利益率では3.4ポイントの低下となります。

製品別では、ロッドエンド・ファスナーは前期比で増益、ボールベアリングおよびピボット
アッセンブリーは減益となりました。

2021年3月期については、ボールベアリングは、サーバー向けの需要は明確な回復傾向
にあります。民間航空機向けは、客先の生産調整の影響を受ける見込みです。自動車
向けは、期の前半は需要減少の影響を受けるものの、徐々に回復に向かうと予想していま
す。ロッドエンド・ファスナーは、民間航空機の生産調整による影響を見込んでいます。
ピボットアセンブリ－はHDD市場の縮小に伴う需要減少を見込んでいます。
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こちらは機械加工品事業セグメントの四半期ごとの推移です。

第4四半期の売上高は445億円、前四半期から1.7%の減少となりました。

ボールベアリングの売上高は287億円、前四半期比で2.4%の減少となりました。ボール
ベアリングの数量ですが、外販数量は月平均で1億8,900万個となりました。新型コロナ
ウイルスの影響により2月の外販数量は一時的に落ち込んだものの、3月はファンモーター
向けの需要増により2億1,000万個となりました。

ロッドエンド・ファスナーの売上高は101億円となり、前四半期比で5.7%の増加でした。
第4四半期においては、新型コロナウイルスの影響は大きくは発現しておらず、737MAX

関連で一部減速しましたが、中・小型機を中心に航空機向けのビジネスが堅調に推移しま
した。

ピボットアッセンブリーは56億円となり、前四半期比で9.8％の減少でした。これは一部
新型コロナウイルスの影響を受けています。

営業利益ですが、当四半期は94億円、営業利益率は21.1%となりました。営業利益は
前四半期比2.2%の減少となり、営業利益率では0.1ポイントの低下となります。製品別で
は、ロッドエンド・ファスナーは前四半期比で増益、新型コロナウイルスの影響を受けた
ボールベアリングおよびピボットアッセンブリーは減益となりました。
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次に、電子機器事業セグメントについてご説明します。

2020年3月期の売上高は3,794億円、前期比で2.0％減となりました。

製品別では、モーターは前期から4.2％減の1,802億円で、主に自動車市場の減速の影響
を受けたことによります。エレクトロデバイスは1,624億円、前期比2.4%の増加となりまし
た。これはLEDバックライト採用モデルの販売が好調であったことによります。センシング
デバイスの売上高は325億円となり、前期比で10.7％減少しました。

営業利益は176億円、営業利益率は4.6％でした。前期比では営業利益で3.7％増、営業
利益率で0.2ポイント上昇となりました。

製品別では、エレクトロデバイスは増益、センシングデバイスは減益となりました。2021年
3月期については、モーターは引き続き自動車向けの需要減少の影響を受ける見込みで

すが、ゲーム関連を含めた新製品の立ち上げ等が収益に貢献する予定です。エレクトロ
デバイスでは、LEDバックライト採用モデルの台数減少により減収減益を見込んでいます。
センシングデバイスは、新型コロナウイルスにより全般的な需要減を見込んでいます。
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電子機器事業セグメントの四半期毎の推移です。

売上高は890億円、前四半期比で20.1%減となりました。

製品別では、モーターは前四半期比7.0%減の427億円となりました。エレクトロデバイスは
377億円、前四半期比32.5%の減少となりました。これは、主要顧客のLEDバックライト
採用モデルの販売が好調に推移し、通常の季節性より強い需要があったものの、新型
コロナウイルスの影響により出荷が一部後ろ倒しとなったことによるものです。センシング
デバイスの売上高は75億円となり、前四半期比で13.2%減少しました。

営業利益は27億円、営業利益率は3.0%となりました。前四半期比では営業利益で69.1%

減、営業利益率で4.9ポイント低下となりました。

製品別では、エレクトロデバイスを中心にモーター、センシングデバイスは前四半期比で
減益となりました。
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次に、ミツミ事業セグメントについてご説明します。

売上高ですが、2020年3月期は2,922億円となり、前期比で5.2％の減少となりました。
光デバイスは大きく増収となりましたが、機構部品において一部OEM製品の製品構成の
変化により減収となりました。

営業利益は187億円、営業利益率は6.4％となりました。前期比では、営業利益は16.3%

減、営業利益率で0.8ポイント低下となりました。光デバイスおよびアナログ半導体は増益
となりましたが、その他事業は減益となりました。

2021年3月期は、主に光デバイスによる売上増を見込んでいます。また、予想数値には
本年4月30日をもって経営統合が完了したエイブリックの5月以降の見込みが含まれてい
ます。
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ミツミ事業セグメントの四半期毎の推移です。

売上高は、624億円と前四半期比21.2%の減少でした。光デバイスは増収となったもの
の、機構部品は新型コロナウイルスによる影響により減収となりました。その他の製品に
おいても、減収となりました。

営業利益は42億円となり、営業利益率は6.7%となりました。前四半期比では営業利益で
42.5%減、営業利益率で2.5ポイント低下となりました。製品別では、アナログ半導体は
増益となりましたが、機構部品を中心にその他製品は減益となりました。
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最後に、ユーシン事業セグメントについてご説明します。

売上高ですが、2020年3月期は1,251億円となり、統合前の2018年12月期と比べて
15.8%の減少となりました。中国・欧州等における自動車市場減速の影響に加え、第4四

半期において新型コロナウイルスの拡大により欧州を中心に稼働制限の影響を受け、
生産が大幅に低下したことによります。

営業利益は26億円、営業利益率は2.1%となりました。前期比では、営業利益で62.9%

減少、営業利益率で2.6ポイント減となりました。また、特殊要因として経営統合関連費用
および新製品立ち上げ費用等の一過性費用が約10億円含まれています。

2021年3月期は、引き続き自動車市場の減速による影響により、減収減益を見込んでいま
す。



16

ユーシン事業セグメントの四半期ごとの推移です。

第4四半期の売上高は309億円、前四半期比で1.9%の減少となりました。これは、自動車
市場減速の影響に加え、新型コロナウイルスの拡大により、欧州等を中心に稼働制限の
影響を大きく受けたことによります。

営業損益は1億円の損失となりました。なお、第4四半期には特殊要因として新製品立ち
上げ費用等の一過性費用が約1億円含まれています。
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このグラフは、親会社の所有者に帰属する当期利益の推移を棒グラフで、1株当たり当期
利益の推移を折れ線グラフで表しています。

当期利益は460億円となりました。1株当たり当期利益は、111.1円となりました。
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このスライドは、親会社の所有者に帰属する四半期利益の推移を棒グラフで、1株当たり
四半期利益の推移を折れ線グラフで表しています。

四半期利益は108億円、1株当たりでは26.3円となりました。
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続きまして、棚卸資産の四半期ごとの推移です。

第4四半期末は1,698億円となり、3カ月前と比べると61億円の減少となりました。なお、
ユーシンの連結に伴い、同社の在庫（150億円）が含まれています。
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このグラフは、有利子負債総額から現預金を差し引いたネット有利子負債の推移を
棒グラフで、フリーキャッシュフローの金額を折れ線グラフで表しています。

第4四半期末におけるネット有利子負債は752億円となり、2019年3月末から535億円
増加しました。
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2021年3月期の通期業績予想につきましては、先ほどご案内しました通り、新型コロナ
ウイルスの世界的な感染拡大及び各国ロックダウン等による影響を精査中であり、現段階
では合理的な算出が困難であるため、売上、利益共に上限、下限と幅を持った予測として
います。

為替レートは、上限、下限とも1ドル107円を想定しています。
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こちらは、各事業セグメント別の予想です。

なお、ミツミ事業の予想数値には本年4月30日をもって経営統合が完了したエイブリックの
5月以降の見込みが含まれています。



貝沼です。

私からは経営方針と事業戦略についてお話をさせていただきます。
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前期は個人としては非常に残念な年となりました。

5年ほど前から売上高1兆円企業を目指そうと社内で大号令をかけてきて、去年の12月くら
いまでは届くだろうとの報告を受けておりました。いつも社内でも上り坂の後は「まさか」だと
いう話をしていたのですが、これが現実となってしまいまして、今回の感染症の問題で、
売上高は約220億円足りない9,780億円となりました。過去最高であったことは間違いあり
ませんが、1兆円には届きませんでした。

こちらのページにはたくさんのことが書かれておりますので、後ほどお読みいただければと
思いますが、今回は配当を維持いたしました。通常は配当性向を20％、17.5％～22.5％と
することを目途としておりますが、今回は例外的に配当性向を25％として、この数年の配当
を維持したいと考えております。「自社株買い、M&Aをもっとやるべき」などとも言われて

まいりましたが、やはり日本流の長期的視点からの経営として、実施できることは正しいと
考えた次第です。また支払いについても、このような時期であることから、本来は7月中旬
の支払いですが、当社の場合は株主総会を経なくても取締役会で決議すれば配当を先に
出すことができますので、6月の初旬の招集通知を出すタイミングでお支払いをしたいと
考えております。
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今期の想定ですが、これはなかなか難しいというのは想像に難くないかと思います。

おそらく新感染症の制圧の仕方によって景気の上向き加減、回復スピードはかなり変わって
くると思っています。世界各国が英知を結集してワクチンや薬の開発をしていますが、こう
いったものが早いタイミングでできれば景気の戻るスピードは早いだろうと思いますが、一部
で言われているように長期間続いたり再発したりということになれば、景気の戻るタイミング
は遅くなってしまうということで、まったく予想がつきません。

しかしながら、予想がつかないと言っているだけではいけませんので、リーマンショックのとき
と同様にレンジでのガイダンスをお示しすることが良いと考えました。

余談ですが、4月の売上実績が出ておりまして、これは去年の4月と比較してほとんど変わり
ませんでした。旧ミネベアでは去年の370億円に対して今年は370億円、ミツミでは153億円
に対して168億円、これにM&Aで追加した海外の子会社5社を含めた合計（ユーシン以外）で
は552億円に対して557億円ということで、ユーシンを除いたところではほぼ変わりませんでし
た。唯一減収となったのがユーシンで、120億円から50億円と、70億円というかなりの減収と
なりました。従いまして、今年は去年とほぼ同じレベルでスタートしています。あとはどういう
戻り方をするのかが、感染症の制圧形態に大きく依存するということになると思います。
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ガイダンスを出すにあたって、どうやって500億円から600億円のレンジを出したのかについ
てご説明いたします。

今申し上げました通り、回復のシナリオをきちんと予測することはできませんが、この11年間、
当社のCEOを務めた経験と肌感覚から、ストレスをかけるという方式を採っております。

去年の営業利益586億円から為替の変動を含めたすべての特殊要因を除いた場合、例えば
昨年のドルバーツ計画レートは32.84でしたが、実際には30.96で終わりました。タイは4万人
を擁する非常に大きな工場がありますのでこの2バーツは収益に大きな影響を与えておりま
した。これがいま32.5、このまえは33まで戻りました。私どもは今年のタイバーツの為替

リスクのヘッジは終えましたので、そういった戻しをしたうえでストレスをかけました。機械
加工品で約100億円、電子機器で約100億円、ユーシン等で50億円。ミツミはOISとゲームが
順調ですのでだいたい同じと考えて、計250億円のストレスをかけました。

他方で、確度が非常に高い増益要因、たとえば後でご紹介いたしますエイブリックなどが
最低40億円はあるだろうということで、差し引き600億円が私の個人的な着地点の中間値と
思っています。しかしながら、今回は200年に一度の感染症ということで、リーマンショックより
も影響が大きいという話もありますので、制圧形態によって変わるとは思いますが、そこに
さらに100億円のレンジを設けたものが今回の500億円から600億円という数字になります。

リーマンショックの時は、私どもの会社規模が小さかったことからレンジは100億円から
140億円として第1四半期に発表しました。第2四半期にはそのレンジについて予想ができま
せんでしたが、第3四半期でレンジの真ん中である110億円の予想を示し、結果としては
121億円、レンジの真ん中となりました。

今回どうなるかはわかりませんが、会社としては4～5倍の大きさになっておりますので、
だいたい今申し上げたようなところ、あわよくば600億円に限りなく近いところで着地できれば
と思っています。

今お示しできるガイダンスはこのように大雑把なものとなり申し訳ありませんが、誰も今回の
予想はできないと思いますので、ご容赦いただきたいと思います。
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ある機関投資家の方が、電子部品セクターの中での当社の営業利益の順位表を作って
持ってきてくださいましたので、当社でも確認してみたところ、今年も確実に１ノッチ上げて
いることがわかりました。

我々電子部品セクターはどうしても世界景気や為替などの外部的な要因に左右されざるを
得ないところがありますが、そうしたなかで当社は相対的に着実な利益を上げることができ
ている、ということをお示しさせていただいたものです。
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新型コロナウイルスの影響ですが、5月の中旬の時点ではすべての工場が稼働いたしま
す。欧州も4日から稼働を始めておりますし、中国は100％稼働となっています。徐々に
生産活動が回復しております。
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3か年計画を毎回お示ししておりますが、来年のこともわからないのでとてもこちらでガイダ
ンスをお示しできない、というのが正直なところですので、イメージとしてお示ししたというこ
とをご理解いただければと思います。
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機械加工品ですが、ベアリングは全く心配しておりません。波はありますがベアリング需要
は着実に伸びていきますし、当社の競争力には揺るぎないものがあります。ただ、お客様
の工場が止まればベアリングも出荷できませんので、お客様が100%稼働にならなければ
その分売上が落ちることは仕方ないことだろうと思います。

むしろこれから注視していかないといけないことは航空機関連です。エアライン各社が財務
的に弱りつつある中で、また人々が海外旅行や国内異動を控えている国がたくさんある中
で、航空機が売れるかどうかという懸念はあると考えています。

ここで参考のためにお示ししたいことは、我々の米国の航空機関連の子会社の内訳をみる
と、25%は防衛関連をやっていて、今日現在で全く影響を受けていないということがありま
す。また14％は医療関係で、例えばレントゲンに使われるエックスレレイチューブなどは

注文がどんどん増えていてどちらかというと増産傾向にあります。民間航空機は全体の
6割くらい、そのうち40％強が減少すると想定すると、約25～30％くらいの影響を受けざる
を得ないだろう、しかも2年くらいはかかるだろうと思っていますが、どのくらいで航空機需要
が戻るのかを断言するのはまだ少し早いかと考えております。

中国などを見ても、外出したい、どこかに行きたいという人間の欲求はライフスタイルが
変わってもなかなか変わらないと思われますので、新しい薬が開発されるなどで安全が
担保されれば元に戻っていくだろうと思っています。ですからこのあたりは注視をしていく、
とお話させていただければと思います。
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電子機器事業につきましては従来からよくLEDバックライトの話を聞かれますが、数量が
減っていくということは申し上げています。ただ私どもではかねてからいろいろな準備をして
いるので、この減少はさまざまな他のもの、例えばエイブリックの統合やOISの売上成長、
ゲームのイエナカで珍重されている点などがあります。

またいつも申し上げておりますが、私どもはいろいろな分野で、いろいろな国で、いろいろな
製品を作っており、これが結果的にリスクをマネージできているということがあります。
ひとつの製品が何らかの形で収益力が下がっても、ほかの製品がカバーしていくということ
でございます。
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私はミツミの買収が終わってからずっとコアビジネスとサブコアビジネスという話をしており
ます。

コアビジネスはいま八本槍事業という名前をつけておりますが、そのなかでアナログ半導
体をコア事業に位置付けております。これは市場が非常に大きくて、そう簡単になくならな
い。しかもその市場のある一部のニッチのマーケットで私どもの特長を多く出せる、こういう
ものをコアビジネスとしたいということです。ミツミ事業はゲームと携帯電話ということで、
私どもの中では技術的な変動が激しい、そういう意味でのサブコアと呼んでおりました。
ただし利益をきちっと上げていかれるビジネスであります。ここに、どうしてもコアを作りた
かったのですが、ここに一番最初に来たのが半導体になるわけです。あとで詳しくのべます
が、今回のトピックスは「ミツミ事業にもコア事業ができた、きちっとした槍になった」という
ことであるとご報告したいと思います。
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ユーシンはご案内の通り自動車100％でございますので非常に厳しいというのが事実
です。

ただし、設備投資を積極的に行って償却負担が重い、という会社ではありませんので、
私どもの規模にとっては転がり落ちるほど大きな赤字にはならず、十分にマネージ可能で
す。

むしろこの機会には、やらねばならないこと、つまり生産性の改善や固定費の削減、さらに
CASEをにらんだ相合活動、これには半導体もモーターも入りますが、いろいろなロック
機構やアクセス機構を開発していくスピードを緩めないことが重要だと思います。
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エイブリックですが、ミネベアミツミとあわせると、パワー系専業を除くアナログ半導体市場
で3位、約600億円の売上となります。私どもの2.5兆円構想のなかで、アナログ半導体は
1,000億円の売上と言っておりましたが、もう600億円ができましたので、これから9年、
10年の間には1,000億円は軽く超えていくだろうと考えております。

また収益も素晴らしいものがあり、追い追いお分かりいただけると思いますが、先ほど申し
上げました通り、ミツミのコアビジネスに十分なりうるものと思います。
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次はどういう分野でアナログ半導体がよいのかということです。

ミツミにも半導体で注力する5分野というものがあったのですが、それはこの1番から5番で
した。そして偶然ですがエイブリックにも5つの分野があって、単純に足すと10分野になる
のですが、紫に塗られた1番と2番の電池、電源は重複しておりまして、両社の集中する
分野です。

スライドでブルーで塗られているものはミツミ、ピンクで塗られているものはエイブリックに
なっております。オレンジの背景で描かれているのが従来のミネベアミツミにはない3分野
で、これが補完関係が期待できるもので、医療・高圧、磁気センサー、クリーンブーストに
なります。

クリーンブーストは登録商標になるのですが、非常に面白い技術で、電池がないところで
電気を増幅＝ブーストさせることによって、電池がないセンサーでのセンシング情報を
送ったりすることができます。我々は今社会インフラ関連のビジネスもやっており、いろいろ
なところに雨量計、温度計、湿度計、風量計などをつけて情報がとれるようにしているので
すが、たとえばそれらを電源がないところにつけても近くのステーションに電波を飛ばすこと
ができます。非常に少量の情報に限られますが、こういった面白い技術を持っています。

7番の磁気センサーですが、私ども垂直統合と申し上げておりますが、八本槍を相合わせ
てよりよい物を作るという意味で、エイブリックはホール素子の素晴らしい技術をもっていて、
これがBLDCモーターに使われたり、エンコーダの回転の確度検知にも使われます。 こう
いったこともありますので、エイブリックとの経営統合というのはミネベアミツミにいろ いろ
な面で利益を与えるということは間違いないと思います。

エイブリックは千葉にあり、我々は三田におります。半導体は厚木と千歳にもありますが、
近いところにもありますのでこれからいろいろな相合活動をやっていきたいと思っておりま
す。
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アナログ半導体はコピーができない、しかも日本人に最も向いた製品の一つであります。
いろいろなレイヤーでいろいろな細かな作業を積み重ねていくことによって素晴らしい製品
ができるものです。

また、われわれがさきほどの8分野で成長していくためにはこれから工場も探していかなけ
ればならないと思っています。我々は今2つの工場ともに6インチのウェハを主軸として
やっておりますが、やはり手狭になってきておりますので、8インチの工場も探しながら、
相合活動をしていきたいと思っています。



アナログ半導体は八本槍の8番目だったものが4番目になりました、ということです。
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私どもの新型コロナウイルスに対する対策です。

アジア地域には9万人の従業員がいますが、そこからひとりも感染者を出しておりません。
アメリカでは1名、欧州では8名が出ましたが、中国をはじめアジアのすべての国では感染

者が出ませんでした。こちらにも書いてございますが、非常に高度な感染症対策をしてきた
結果ではないかと思っています。



キャッシュアロケーションについては先程ご説明差し上げたところです。

また私どもは去年、1,000億円の借入金の長期化を行っておりました。また、今期の長期
借入金の返済は35億円しか予定されておりませんので、キャッシュポジションとしては
現時点では問題ありません。
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最後に、先ほども申し上げました配当の早期支払いを配当性向25％でやらせていただきた
い、ということです。
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